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2020年2月頃より危機感を持って情報収集を行い、3
月に事業継続計画に基づく対策本部を立ち上げまし
た。幸い、当社の作業所では感染者が確認されていな
いこともあり、工事関係者の感染予防対策に万全を期
したうえで工事を継続しています。内勤者については、
テレワークや時差出勤、Web会議の活用等の対応をし
ています。現状テレワークは、思いのほか生産性は落
ちていませんが、生産性を維持しながら継続していく
ことが重要だと考えています。

事業への影響についてですが、国内土木事業は公共
工事が主体であり、防災・減災、国土強靭化といった社
会的な要請もあって大きな影響はありません。国内建
築事業は、20年上半期の段階では影響は小さいものの、
設備投資を削減する動きが必ず出てくるものと考えて
います。その減少分をいかに補完していくかが問題で
すが、新型コロナウイルスの感染拡大が始まった比較
的早いうちから対応策を検討し、実行に移しています。
一方、海外は国内とは様相が異なります。ロックダウ

前中期経営計画のスタート時点では、ハードルは高
いと思っていましたが、3ヶ年の目標を達成できて大
変良かったと思っています。追い風もありましたが、
役職員の頑張りのおかげだと感謝しています。

一方、数値的なもの以外のところで掲げた施策につ
いては、思ったような進捗が見られないものもありま
した。国内土木事業でいえばポートフォリオ戦略であ
り、課題が再認識されました。これは新中期経営計画
に持ち越されています。国内建築事業は、この3ヶ年
を通じて大きく会社業績に貢献しました。セグメント
利益は国内土木に比肩するほどにまで伸びました。

1年目は国内土木事業が、2年目は国内建築事業が収
益を牽引したように、それぞれの事業が補完し合える
体制の構築ができてきました。これに海外事業が加わ
れば当社の目指す姿になってきます。

前中期経営計画は、「Challenge to a new Stage」と
いう、その前の中期経営計画と同じ基本方針を掲げて
いました。これは「安定した収益確保による経営基盤
の強化」が道半ばであると考えたからでしたが、この3

新しい中期経営計画（以下、新中計）はまず、2029
年の創立 100 周年を見据えてまとめた点に大きな特徴
があります。100周年時に東洋建設グループがどのよう
な会社でありたいかを定め、そこから逆算する形で各
種の目標を設定しました。そのファーストステップと
しての３ヶ年と位置付けられます。

新中計で標榜している「Being a resilient company」
の「resilient（レジリエント）」は、「強くしなやか」と
いう意味ですが、そこに「ぶれない基軸を持ち、刻々と
変化する環境にフレキシブルに対応し、厳しい逆境に
も立ち向かうことができる持続可能な企業になる」との
決意を込めました。そのうえで基本方針を「レジリエ
ント企業へ変貌するために、基軸（原点）を持ち、人を
育て、問題に向き合い、付加価値生産性を高める」と
定めました。

具体的には、最優先施策として 5 つのテーマ、つま
り「人財への投資」「生産体制の維持」「付加価値生産性
の向上」「海外建設市場における収益力の強化」「社会
課題の解決による成長」を設定しました。特に「社会課
題の解決による成長」は、いわゆるCSR経営の実践を目
指すものです。これまでも、CSRやSDGs（持続可能な
開発目標）について考え方や取り組み方等の議論と試行
錯誤を続けてきましたが、今回、当社の中期経営計画
に初めて掲げることができました。
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前中期経営計画の振り返り

数値目標はすべての項目で達成。
2018 年3月期には最高益を更新。
目標
営業利益 245 億円（3 年合計・連結）

5.0％以上（連結）

500 億円以上（単体）

3年後
営業利益率

純資産

営業利益 279 億円（3 年合計・連結）

5.3％（連結 /2020.３期）

532 億円（単体）

営業利益率

純資産

実績

ンや渡航制限等が実施されましたが、一番の問題は医
療体制にあります。国によって違いはありますが、職
員の安全を第一に考えた対応を行っています。

今回の新型コロナウイルスの感染拡大は、我々に
とってひとつの転機になるのではと考えています。テ
レワークやWeb会議等、今までは難しいと思われてい
たことが「準スタンダード」になっていけば、今後新し
い展開にもつながり、またそれは会社の強みにもなっ
ていくと思います。

年で一定程度のところにはたどり着きました。これに
より新しい挑戦ができ、10年後に目指すべき姿に向か
える「Stage」には立てたと考えています。

まず、新型コロナ感染症に対する御社の対応をお聞
かせください。

新型コロナ感染症による今後の事業への影響につい
てどのようにお考えですか。

本年３月までの前中期経営計画の評価をお聞かせく
ださい。

新しい中期経営計画のポイントをご説明いただけま
すか。

強くしなやかで快活な企業の器をつくるべく、
10年後の創立100周年を見据えた
新中計を始動させました

強くしなやかで快活な企業の器をつくるべく、
10年後の創立100周年を見据えた
新中計を始動させました
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新中期経営計画（2020－2022）ハイライト

位置づけ
創立100周年の目指すべき姿に向けて

概要
「Being a resilient company」の実現に向けて

基本方針

達成目標

基本戦略と最優先施策

10年後の目指すべき姿

人財への投資

創立100周年
（2029年7月）

3rd Step
（2026-2028年度）2nd Step

（2023-2025年度）

1st Step
（2020-2022年度）

生産体制の維持

付加価値生産性の向上

Being a resilient company

社会課題の解決による成長

海外建設市場における収益力の強化

10年後の創立100周年に向け、さらなる成長を遂げるため
のファーストステップとして、この3年間を位置付けました。
この先の10年、建設産業を取り巻く環境の変化に、フレキ
シブルに対応できる、しなやかな強さを備えた「レジリエ
ント企業」に変貌していきます。

基軸（原点）＝経営理念の実践

3 年後（2023 年 3 月期） ※連結

営業利益 純資産 自己資本比率 ROE

レジリエント企業へ変貌するために、基軸（原点）を持ち、人を育て、問題に向き合い、付加価値生産性を高める

10 年後の海外連結営業利益ターゲットを全社の 2 割以上に引き上げ

経営理念の実践（事業活動）を通じ、社会課題を解決／社会課題は成長のシーズであり、課題解決に向けさらなる展開

担い手確保に向け、協力会社との関係を強化／すべての作業所において週休二日制を実現

行動指針である「人間尊重」「創意革新」「責任自覚」を実践し、経営理念を体現する人財を早期に育成

フロントローディング、BIM/CIM、i-Construction、自動化、ソリューション営業への継続したチャレンジ

さらなる成長を遂げるための
第一段階となる
中期経営計画

ぶれない基軸を持ち、刻々と変化する環境にフレキシブルに対応し、
厳しい逆境にも立ち向かうことができる持続可能な企業

300億円
（3 年間合計）

700億円6％以上 10％以上45％

「人財への投資」については、人間尊重、創意革新、責
任自覚等経営理念を体現する人財を早期に育成しようと
する施策です。3ヶ年では約100億円の投資を計画して
いますが、そのうち20 億円を教育訓練や人事制度改革、
働きやすい職場環境づくり等に充てる予定です。
「生産体制の維持」については、土木・建築事業の担

い手を確保するために協力会社との連携を強化する一
方、すべての作業所で完全週休二日制を実現します。こ
れはグループ会社の事業力強化とも関連するもので、
業務情報の共有や協力体制を構築し、事業の見直しや
アライアンス等も最適化を目指します。
「付加価値生産性の向上」については、フロントロー

ディングや BIM/CIM*に象徴されるITを活用した業務
改善をさらに強化するものです。「海外建設市場におけ
る収益力の強化」は、10 年後の海外連結営業利益を全
社の２割以上に引き上げようという計画です。

そして「社会課題の解決による成長」については、途
上国での質の高いインフラ整備や女性が活躍できる職
場環境の実現等の良質な社会基盤整備への取り組みで
す。このなかには子会社のオリエント・エコロジーが
行っている快適トイレのレンタル事業も含まれており、
建設現場の環境改善が求められているなか、大きなビジ
ネスになる可能性があります。また ZEB*や洋上風力発
電の低コスト化等地球の環境保全に貢献できる技術開
発に力を注ぎ、さらにはケニアやフィリピンでの奨学
金制度の設立等地域社会への貢献も計画しています。

国内土木では、民間分野や再生エネルギー事業への
取り組みを強化するとともに、官庁海上工事の収益性
向上や官庁陸上工事の受注拡大を図り、10年後には事
業ポートフォリオと技術によって基幹事業としての収
益を高い次元で確保できるようにします。これは、30
年以上課題としてきたことであり、確実に実行してい
かなければなりませんので、問題意識の共有と検証を
続けていくことで実効性を高めていきます。

国内建築では物流施設や食品工場といった強みとな
る分野を複数持つ施策をさらに深化させていきます。
また、当社よりも規模の大きい建設会社と伍していくた
めには、「お客様から課題をいただいてくる」ようになら
なければなりません。課題をいただくとは、まさに信頼
の証しであり、このように信頼してくださるお客様をい

人の幸福を創造する「器」が企業であると思います。
それに逆行すれば企業は存在価値を失います。幸福創
造の「器」は一朝一夕では成し得ませんが、東洋建設が
どのような「器」であるべきかを考え続ける作業を停止
してはならないと思います。また、新中計で掲げた「レ
ジリエント」には実は、「快活な」というもうひとつの意
味があります。持続可能な企業になることに加え、す
べての職員や関係者がイキイキ・ハツラツと仕事がで
きるようになることで、当社が皆様に誇れる「器」にな
ると考えています。

かに増やしていけるかが成長の鍵となります。
海外建設は、とにもかくにも地域に根ざした事業を

構築することに尽きます。これまでは ODA 関連の事業
が主体でしたが、それではODAの対象国が移るにつれ
新たな地域に進出しなければならず、地に足がついた
事業活動は望めません。

当社がフィリピンで成功しているのは、40数年に及
ぶ長い歴史があるからで、お互い深い絆で結ばれてい
ます。現在、ミャンマーやインドネシア、ケニアに進
出していますが、フィリピンと同じように地域に根ざ
した事業展開、人財育成を行うことで、海外事業の安
定成長が図れると考えています。

５つのテーマについて具体的にご説明いただけますか。

国内⼟木、国内建築、海外建設の３事業分野で見ると、
どのような点に傾注されますか。

最後にステークホルダーに向けてのメッセージをお
願いします。

＊BIM/CIM　Building/Construction Information Modeling, Management：
ITを駆使した三次元モデルにより計画、設計、施工、維持管理に至る関係者すべ
てが情報を共有し、業務の効率化と高度化を図る生産システム。

＊ZEB　Net Zero Energy Building（ゼブ）：エネルギーの生成と消費の収支がプ
ラスマイナスゼロとなる建物。
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